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宮
崎
市
大
島
町
天
神
前
一
一
七
五
ー

三

　

宮
崎
医
療
生
活
協
同
組
合

「
生
協
ク
イ
ズ
」
係
宛

※
名
前
の
書
き
忘
れ
が
あ
り
ま
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

「おげんきですか」へのご意見・ご感想をおよせください。 Eメール：mcoop1030@ray.ocn.ne.jp

遠藤･高田･中島（循環器内科）、古谷･眞川（消化器内科）、高橋聡･永友（呼吸器内科）、植野（糖尿病内科）、浜田･高橋麻里子（内科･リハビリ）、
関根（内科）、山岡･葉山･末岡（外科・肛門外科）、山元･上野･愛甲･久保（小児科）、坂口･松尾・小池（後期研修医）、堀･大野･谷口･黒木･合田（初期研修医）

診
療
時
間

月

火

水

木

金

土

三　宅

三　宅

三　宅

三　宅

三　宅

三　宅

午　前
8：30～12：30
（受付11：30）まで

三　宅

休 診（往 診）

三　宅
17：00～19：00

休 診（往 診）

交替制

休　診

午　後
16：00～
18：00まで

　

官
製
は
が
き
に
、
答

え
、住
所
、氏
名
、電
話

番
号
を
ご
記
入
の
う
え
、

下
記
の
宛
先
ま
で
お
送

り
く
だ
さ
い
。ま
た
、Ｅ

メ
ー
ル
で
も
受
け
付
け

て
お
り
ま
す
。「
お
げ
ん

き
で
す
か
」を
読
ん
で
の

ご
意
見
・
ご
感
想
な
ど
も

お
書
き
く
だ
さ
い
。正
解

者
の
中
か
ら
抽
選
で
５

名
の
方
に
図
書
カ
ー
ド

を
差
し
上
げ
ま
す
。〆
切

は
10
月
31
日
で
、
当
選

者
は
12
月
号
の
紙
面
で

発
表
し
ま
す
。

【
応
募
方
法
】

【
送
り
先
】

クイズの答えはEメールでも
受け付けております→

第1土曜休診

月

火

水

木

金

土

内　　　　　　　　　科
午　　　前

一　般
1診 2診 3診 4診 5診

予　約　制

受 付　8：00～11：15
診 療　8：30～12：30

受付
17：00～
　  19：35
診療
17：30～
　  20：00

受付
8：00～11：45

診療
8：30～12：30

受付
8：00
　～11：45
診療
8：30
　～12：30

特診

アレルギー
（要予約）

特診

脳波
神経
（要予約）

（要予約）

受付
16：30～
　　19:00
診療
17：00～
　　19：30

受付
14：30～16：30
診療
15：00～17：30

14：00
～

17：00

13：30
～

16：30
（要予約）

13：45
～

16：15

受　付
13：30～16：30
診　療
14：00～17：00
交替制

第1･3･5週
山岡又は葉山

第2･4週
末　岡

午　前 午　前 午　　後

乳児健診外　来 予防接種

夜　間
午　　後 夜　間

外　科 小　　　児　　　科

交替制

交替制

交替制

遠　藤

遠　藤

交替制

高橋聡

植　野

永　友

古　谷

高橋聡

交替制

交替制

交替制

交替制

交替制

交替制

遠　藤

高　田

遠　藤

高　田

中島徹

1週：高田
2週：高橋聡
3週：植野
4週：永友

古　谷 交替制

小　澤

交替制

高橋聡

交替制高橋麻里子
11:00～12:00

15:00～16:45
高橋麻里子
16:45～17:30
交替制

1診:山元
2診:愛甲

1診:久保
2診:山元

1診:山元
2診:久保

1診:愛甲
2診:久保

1診:上野
2診:愛甲

山元

予約のみ17:00～18:00
遠　藤

17:30～20:00
交替制

第1・3・5週は休診

小牧 第2･4週
休　　　診

休　診

宮崎市大島町天神前1171

☎0985（24）6877

交替制

上　野高　田 山　岡

葉　山

山　岡

久　保

愛甲　
／
　山元

上　野

山　元

久　保

交替制

上　野 愛甲

愛甲

交替制

愛甲又は
山元

交替制交替制

久　保

久　保

上　野

愛　甲

交替制

山　元

高橋麻里子
11：00～12:00

眞　川
10：30～12:00

葉　山

休　診

体
温
計

FAX　29-4839

FAX　23-0303
FAX　58-3110
FAX　51-9004
FAX　26-7101
FAX　24-0515
FAX　31-1452
FAX　24-0515
FAX　24-0515
FAX　29-4839
FAX　31-1452
FAX　26-1944

生
協
ク
イ
ズ

生
協
ク
イ
ズ

生
協
ク
イ
ズ
（No.161)（No.161)

（
出
題　

編
集
委
員
会
）

宮崎医療生活協同組合
訪問看護ステーション
訪問看護ステーション
生協ホームヘルプサービス

居宅介護支援事業所
居宅介護支援事業所
生協ホームヘルプサービス

健康をつくる。平和をつくる。頼りになる医療生協をつくる。 健康をつくる。平和をつくる。頼りになる医療生協をつくる。

☎(0985)24-6877

☎(0985)23-0050
☎(0985)58-1222
☎(0985)52-6715
☎(0982)26-7100
☎(0985)23-7728
☎(0982)31-1442
☎(0985)62-1384
☎(0985)24-8538
☎(0985)24-6545
☎(0982)26-2536
☎(0985)23-7168

◎
病
院
及
び
医
師
の
都
合
上
、
右
表
の
と
お
り
に
な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

宮崎市大塚町大迫南平4401　☎0985（52）6715

【
9
月
号
の
答
え
】 

【
8
月
号
当
選
者
】（
応
募
数
20
通
）

（
正
解　

20
通
）

大
間　
　

功
さ
ん
（
延 

岡 

市
）

河
野
恵
美
子
さ
ん
（
西 

都 

市
）

志
岐　

明
奈
さ
ん
（
宮 

崎 

市
）

古
川　

恵
子
さ
ん
（
宮 

崎 

市
）

長
沼　

清
貴
さ
ん
（
宮 

崎 

市
）

①
イ　

②
オ　

③
エ

④
ウ　

⑤
ア

●土曜日夜間の内科・
　小児科外来は休診です。

●診療科は内科。●火曜、水曜、金曜の13：30～15：00までは往診。

入居者を募集しています。入居希望の方は、各介護施設または介護事業部（0985）23-7168
（介護部長　長友則子）までご連絡ください。

診
療
時
間

月

火

水

木

金

土

中　村

中　村

中　村

中　村

中　村

中　村

中　村

休 診（往 診）

中　村

中　村

中　村

休　診

午　前 午　後
15：00～
18：00まで

第1週のみ15：00～18：00
第2･3･4･5週は16：30～19：00 月曜日

　～土曜日
9：00～15：30

診
療
時
間

月

火

水

木

金

土

末　岡

末　岡

末　岡

休　診

末　岡

休　診

末　岡

末　岡

末　岡

交替制

末　岡

午　前 午　後
15：00～
17：30まで

月曜日
　～土曜日
9：30～16：00

通所介護
デイサービス

通所介護
デイサービス

8：45～12：30
（受付12：00）まで

9：00～12：30
（受付12：00）まで

宮崎市大塚町西ノ後3435番地１
ＴＥＬ 0985-55-0025

小規模多機能ホーム

宮崎市大島町国草142-2
ＴＥＬ 0985-75-0700

小規模多機能ホーム
高齢者共同住宅

宮崎市祇園3丁目195番地
ＴＥＬ 0985-61-7720

小規模多機能ホーム
高齢者共同住宅

夜　間
17：00～
19：00まで

交替制

日　高

日　高

月

火

水

木

金

土

午　前 午　後診
療
時
間

日　高

日　高

日　高

日　高

日　高

日　高

休診（往診）

休診（往診）

第3土曜日は休診

8：30～12：30
（受付12：00）まで

宮崎市和知川原2丁目25-1　 ☎0985（23）0050

●
午
後
は
往
診
等
の
為
診
察
は

　

行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

●
夜
間
受
付
は
1
8
:
4
5
ま
で

宮崎市大塚町西ノ後3435番地１
ＴＥＬ 0985-52-2225

グループホーム

グループホーム にじの樹　　　
　　　　TEL 0985-35-6022
デイサービス和知川原　　　
　　　　TEL 0985-32-3414

れいんぼう会館
宮崎市和知川原２丁目25-1

宮崎市大字熊野1613　☎0985（58）1222 延岡市浜砂1丁目5-17　☎0982（26）7100

◎介護保険の申請や相談については上記の居宅介護支援事業所に
　お問い合わせください。

延岡市浜砂1丁目5番6号宮崎市和知川原2丁目25-1

☎0985（24）8538

☎0985（23）7728

・居宅介護支援事業所

・訪問看護ステーション

☎0982（31）1453

☎0982（31）1442

☎0982（26）2536

・居宅介護支援事業所

・訪問看護ステーション

・ホームヘルプサービス

宮崎生協病院の一般内科の受付は１１時４５分から１１時１５分に変更となりました。但し、救急受け入れおよび他院からの紹介については
この限りではありません。また、内科予約・検査予約・外科・小児科の受付時間に変更はありません。地域の中で入院施設を持つ病院
として、救急受入れ及び紹介の受け入れを手厚くし、重症患者への対応の質を担保するためです。ご理解とご協力をお願いします。

受付時間変更
のお知らせ

今
年
の
夏
は
２
つ
の
感

情
が
入
り
乱
れ
た
。
７

月
核
兵
器
禁
止
条
約
が

国
連
で
採
択
さ
れ
た
。

私
達
は
、
唯
一
の
被
爆

国
民
と
し
て「
核
兵
器
の

使
用
は
認
め
ら
れ
な
い
」

と
い
う
願
い
を
署
名
や

行
進
に
託
し
て
取
り
組

ん
で
き
た
。
そ
の
運
動

が
、
世
界
を
動
か
し
、

ま
さ
に
歴
史
が
動
い
た

瞬
間
で
し
た
▼
一
方
で

首
相
は
核
兵
器
国
と
非

核
兵
器
国
の
参
画
が
必

要
、
双
方
に
働
き
か
け

を
行
う
べ
き
と
い
い
、

こ
の
条
約
に
背
を
む
け
、

会
議
を
ボ
イ
コ
ッ
ト
し

た
。
恥
ず
か
し
く
腹
立

た
し
か
っ
た
▼
隣
国
の

核
実
験
は
許
し
難
い
暴

挙
で
あ
る
。
隣
国
の
核

等
に
は
過
敏
な
反
応
を

す
る
が
、
ア
メ
リ
カ
等

の
核
に
は
何
ら
の
働
き

か
け
は
な
い
。
迷
惑
な

隣
国
へ
の
怒
り
は
尽
き

る
こ
と
は
な
い
が
、
隣

国
に
も
相
手
に
さ
れ
な

い
▼
圧
力
だ
け
で
核
や

拉
致
を
解
決
で
き
な
い

こ
と
は
明
ら
か
、
ア
メ

リ
カ
で
も「
北
を
食
い
止

め
る
メ
ニ
ュ
ー
は
直
接

交
渉
だ
」
と
い
わ
れ
る
。

首
相
は
、
北
に
核
を
な

く
せ
と
い
う
な
ら
、
こ

の
条
約
を
批
准
し
保
有

国
す
べ
て
の
核
を
廃
棄

せ
よ
の
立
場
で
、
北
と

の
対
話
交
渉
に
臨
む
の

が
本
筋
で
は
な
い
か
。

　

  　

 

（
T
・
M
）

　

10
月
、
11
月
は
、
秋
の
医
療
生
協
強
化
月
間
で
す
。
月
間
前
に
宮
崎
地
区
の「
組
合
員
の

つ
ど
い
」
で
は
、
宮
崎
生
協
病
院
41
年
の
歴
史
を
学
び
、
今
年
４
月
に
外
科
専
門
研
修
を

終
え
帰
任
さ
れ
た
葉
山
雄
大
医
師
か
ら
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

FAX 2
3
2

居宅介護支援事業所 ☎(0985)24-6545

つ終

FAX
FAX

居宅介護支援事業所
生協ホームヘルプサービス

☎(0985)24 6545
☎(0982)26-2536
☎(0985)23-7168

つ終

区区区区区区区区区区区区
地地地地地地地地地
崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎
宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮
崎
地
区

宮
崎
地
区

宮
崎
地
区

宮
崎
生
協
病
院

宮
崎
生
協
病
院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院
病病病病病病
院院
病病
院院
病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病
協協協協協協協協協協協協
病
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生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生
崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎
宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮

4444444444444444444411111111111111111111111
年
の
歴
史
を
語
る

年
の
歴
史
を
語
るるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる
語語語語語語語語語語語語語語語語語語語語語語語語語語語語語語語語
をを
語語
を
語語語語語語
をを
語語
ををををををををををををををををををををををををををを
史史史史史史史史
をを
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歴歴歴歴歴歴歴歴
史史
歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴
ののののののののの
歴歴
のののののののののののののののののののののののののの
年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年

宮
崎
生
協
病
院

　
　

41
年
の
歴
史
を
語
る

宮
崎
生
協
病
院

　
　

41
年
の
歴
史
を
語
る

9
月
15
日（
金
）、

宮
崎
市
民
プ
ラ
ザ

4
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー

に
1
2
8
名
の
参

加
で
、
宮
崎
地
区

組
合
員
の
つ
ど
い

を
開
催
し
ま
し
た
。

8
月
7
〜
9
日
、

原
水
爆
禁
止
世
界

大
会
i
n
長
崎
に

参
加
し
た
福
島
純

一
氏
（
北
2
支
部
）

か
ら
「
長
崎
市
民

会
館
に
海
外
か
ら
22
ヶ
国
95
人
が
、
全
国
か
ら
は

4
，
0
0
0
人
以
上
が
集
ま
り
、
参
加
者
の
多
さ
に

圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。原
爆
投
下
地
点
の
温
度
は
約
千

度
で
人
の
形
も
何
も
残
っ
て
な
か
っ
た
話
を
聴
き
、

二
度
と
核
兵
器
は
使
っ
て
は
な
ら
な
い
と
痛
切
に

感
じ
ま
し
た
」と
、報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

宮
崎
生
協
病
院
は
今
年
41
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

長
住
和
哉
氏
（
元
、

宮
崎
医
療
生
協
専

務
理
事
）
が
診
療

所
設
立
準
備
会
か

ら
今
日
ま
で
の
歴

史
を
次
の
よ
う
に

語
り
ま
し
た
。「
41

年
前
、
大
学
の
先

生
や
弁
護
士
、
労

働
組
合
な
ど
の
み

な
さ
ん
と
協
力
し

て
1
9
7
5
年
宮
崎
民
主
診
療
所
設
立
準
備
会
を

立
ち
上
げ
ま
し
た
。準
備
会
で
、①
患
者
の
要
望
や

生
活
を
把
握
し
た
診
療
活
動
を
。②
健
診
保
健
予
防

活
動
を
。③
社
会
保
障
を
守
ろ
う
。の
3
つ
の
方
針

を
た
て
1
9
7
6
年
診
療
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。

1
9
7
7
年
17
床
の
診
療
所
を
開
設
し
保
健
学
級

や
内
科
呼
吸
器
特
診
な
ど
を
。1
9
8
4
年
に
は
60

床
の
宮
崎
共
立
病
院
に
名
称
を
変
え
小
児
ア
レ
ル

ギ
ー
や
在
宅
酸
素
療
法
な
ど
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

そ
し
て
1
9
9
2
年
4
月
生
協
法
に
基
づ
い
て
宮

崎
生
協
病
院
と
な
り
ま
し
た
。小
さ
な
診
療
所
か
ら

は
じ
ま
り
今
に
至
る
の
は
、
組
合
員
み
な
さ
ん
の
知

恵
と
力
を
合
わ
せ
て
取
り
組
ん
だ
成
果
で
す
」
と
結

び
、み
な
さ
ん
に
確
信
を
あ
た
え
ま
し
た
。

群
馬
県
利
根
中
央
病
院
で
3
年
間
の
外
科
専
門

研
修
を
終
え
た
葉
山
雄
大
医
師
が
4
月
、
宮
崎
生
協

病
院
の
外
科
に
帰
任
し
ま
し
た
。研
修
報
告
と
大
腸

が
ん
検
診
に
つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。

群
馬
県
は
豪
雪
地
帯
の
た
め
ス
キ
ー
事
故
や
骨

折
、
脊
椎
損
傷
、
骨
盤
な
ど
の
外
科
的
治
療
を
学
び

ま
し
た
。宮
崎
で
は
、
外
科
と
し
て
胃
や
大
腸
な
ど

の
手
術
に
取
り
組
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
大
腸
が
ん
が
最
も
発
症
し
や
す
い
の
は
便
が
溜
ま

り
や
す
い
直
腸
や
Ｓ
状
結
腸
で
す
。癌
は
進
行
す
る
と

リ
ン
パ
節
や
肝

臓
な
ど
に
転
移

し
や
す
い
の
で
、

大
腸
が
ん
検
診

を
す
す
め
ま
す
。

健
康
診
断
は
毎

年
続
け
て
下
さ

い
。健
康
が
一
番

で
す
」
と
、
組
合

員
さ
ん
に
呼
び

か
け
ま
し
た
。

国
富
綾
支
部
は
「
新
班
の
取
り
組
み
を
通
し
て
4

つ
の
成
果
」を
。大
塚
江
南
支
部
は「
サ
ロ
ン
1
0
1

を
開
設
し
て
1
年
間
の
取
り
組
み
」
な
ど
、
宮
崎
医

療
生
協
17
支
部
か
ら
活
動
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
事
前
に
短
歌
と
川
柳
を
募
集
し
ま
し
た
。短

歌
部
門
で
は
最
優
秀
賞（
長
友
征
子
さ
ん
）、
優
秀
賞

（
萩
原
静
夫
さ
ん
・
黒
木
愛
子
さ
ん
）、
入
選
（
水
永

玲
子
さ
ん
・
染
矢
洋
子
さ
ん
・
桑
山
昭
子
さ
ん
）が
。

川
柳
部
門
で
は
最
優
秀
賞（
黒
木
利
忠
さ
ん
）、
優
秀

賞（
水
永
玲
子
さ
ん
・
林
道
子
さ
ん
）、
入
選（
山
崎

一
男
さ
ん
・
南
美
幸
さ
ん
・
横
山
け
い
子
さ
ん
）
が

受
賞
し
ま
し
た
。

　
県
北
地
区
で
は
9
月
21
日（
木
）、
カ
ル
チ
ャ
ー
プ

ラ
ザ
の
べ
お
か
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
で
組
合
員
の

つ
ど
い
を
開
催
し
ま
し
た
。

都
北
地
区
で
は
9
月
22
日（
金
）、
都
城
市
総
合
文

化
ホ
ー
ル
で
組
合
員
の
つ
ど
い
を
開
催
し
ま
し
た
。

＊
両
地
区
の
内
容
は
11
月
号
で
掲
載
し
ま
す
。　

　
　
（
組
織
部
）

区区

北

区区区区区区区区区区
地地地地地地地地地地
北北北北北北北北北北
県県県県県県県県県県
北
地
区

県
北
地
区

県
北
地
区区区

北

区区区区区区区区区区
地地地地地地地地地地
北北北北北北北北北北
都都都都都都都都都都都
北
地
区

都
北
地
区

都
北
地
区

外
科
専
門
研
修
報
告

外
科
専
門
研
修
報
告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告
報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報
修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修
研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研
門
研研研研研研研研研研
門門
研研
門
研研
門門門門門門門門門門門門門門門門門門門門門門門門
専専
門門門門門門門門
専専専専専
門門
専専専専専専専専専専専専専専専専専専専専専専専専
科科科
専専専専専専
科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科
外外外
科科科科科科
外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外
科
専
門
研
修
報
告

外
科
専
門
研
修
報
告

支
部
活
動
報
告
と
文
芸
表
彰

支
部
活
動
報
告
と
文
芸
表
彰

支
部
活
動
報
告
と
文

支
部
活
動
報
告
と
文

彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰
表表表表表表
彰彰彰彰
表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表
芸芸芸芸芸芸
表表表
芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸芸
文文文文文文
芸芸芸芸
文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文
と
文
とと
文
とととととと
文
と
文
ととととととととととととととととととととととと
告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告
報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報
動
報報
動
報報報報報報
動
報報
動
報報
動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動
活
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活
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活
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部部部部部部
活活活活活
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部
活
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と
文
芸
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彰

支
部
活
動
報
告
と
文
芸
表
彰

【
最
優
秀
作
品
】

〈
短
歌
〉『
春
の
夜
も
う
い
い
よ
ね
と
友
の
声

　
　
　
　

十
六
年
看
て
き
て
カ
レ
は
施
設
へ
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
長
友 

征
子
）

〈
川
柳
〉『
杖
を
手
に
ス
キ
ッ
プ
を
し
て
班
会
へ
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
黒
木 

利
忠
）

128名が参加した組合員のつどい128名が参加した組合員のつどい歴史を語る長住和哉氏歴史を語る長住和哉氏

専門研修報告を行う葉山雄大医師専門研修報告を行う葉山雄大医師

　

こ
と
わ
ざ
に
は
意
味
が
反
対
の
も
の
が
あ
り

ま
す
。
次
の
①
〜
④
と
反
対
の
意
味
を
も
つ
こ

と
わ
ざ
を
左
記
の
ア
〜
エ
の
中
か
ら
選
ん
で
く

だ
さ
い
。

　
寄
ら
ば
大
樹
の
か
げ

①
人
の
痛
み
は
三
年
耐
え
る（　

  

）

②
鳶
が
鷹
を
産（
生
）
む（　

  

）

③
他
人
の
疝
気
を
頭
痛
に
病
む（　

  

）

④
虎
穴
に
入
ら
ず
ん
ば
虎
子
を
得
ず（　

  

）

た
い
じ
ゅ

た

と
び

た
か

せ
ん
き

こ
け
つ

こ
じ

・
・

・
・

（例）
　
　

鶏
口
と
な
る
も
牛
後
と
な
る
な
か
れ

ア
、
大
は
小
を
か
ね
る

イ
、
君
子
危
う
き
に
近
寄
ら
ず

ウ
、
長
持
枕
に
な
ら
ず

エ
、
瓜
の
蔓
に
茄
子
は
な
ら
ぬ

け
い
こ
う

ま
く
ら

う
り

つ
る

な
す
び

（例）



健康をつくる。平和をつくる。頼りになる医療生協をつくる。健康をつくる。平和をつくる。頼りになる医療生協をつくる。

組合員の転居及び氏名変更、お亡くなりになられた場合は宮崎医療生協（電話０９８５－２３ー７１６８）までご連絡ください。

2
0
1
７
年
9
月
度　

理
事
会
の
報
告
（
9
月
9
日
開
催
）

＜報告・承認事項＞

①8月度の組合員活動の概要と各種委員会の取り組みについて報告がありまし
た。8月の組合員増やしは79名（目標116名）と目標を下回りましたが、出
資金増資は577.8万円（目標328万円）と目標を達成しました。班づくりは0
班（目標1班）、班会開催は66班（目標90班）でした。
　キッズ健康チャレンジを7～ 8月に実施しました。コープみやざきの11店舗
から申込みがあり、コープみやざきは50名、宮崎医療生協は54名の合計
104名のエントリーがありました。
　「つながりマップ」の発表計画およびマップの活用の仕方について報告があり
ました。「私の困ったを地域の困ったに」を繋げられる支部の取り組みにした
いと意見がでました。
　県北支部、都北支部から組合員のつどいの準備状況について報告がありまし
た。その他、おおつか生協クリニックまつり、ＩＲ法学習会の報告もありました。

②平和と社会保障を守る取り組みについて提案がありました。「辺野古移設講義
市民強制排除問題」「オスプレイ暫定配備と大分空港への緊急着陸」「玄海、
大飯、柏崎刈羽原発再稼働問題」「宮崎県内の潜在的待機児童206名」につ
いての報告がありました。
　また、「9の日ピースアクション」「長崎原水爆禁止世界大会へ職員が7名、組
合員が2名参加」「オール九州玄海原発許さない集会」「宮崎県平和の波行動」
「核兵器禁止条約学習会」「宮崎県高齢者大会」などの企画案内もありました。
③7月度（＆累計）の経営概況について報告がありました。7月の法人の経常利
益は304万円（予算差▲12万円）、累計では800.6万円（予算差▲1,093.8
万円）の到達でした。
　2017年度下半期に向けた宮崎生協病院の経営について現状の説明と今後
の具体的な方針案について説明行い、質疑応答を行いました。今回確認した
方針案の実行状況について理事会へ定期的に報告していくこととしました。
④訪問介護ステーションそれいゆ、居宅介護支援事業所それいゆ、ホームヘ
ルプサービスそれいゆ、生協クリニックのべおかの監査報告がありました。
⑤取引銀行を追加する旨の提案がありました。

＜審議・決定事項＞
み ん な の 声
「いつまでも住み続けられる宮崎」の記事を読んで現在の地方行政のあ

り方や手法に疑問を持ちました。安倍内閣、自民・公明党の国民を騙して
選挙に勝利さえすれば何でもやりたい放題に出来る姿勢こそ正さなくては
ならないと思います。いつまでも安心して住み続けられる地域づくりには、
医療を中心とした各地域計画が必要だと考えます。  （宮崎市Ｆさん女性）

◎入院中、採血後、注射器とガーゼを病室に置き忘れた。その前に点滴
の終了時間ミスもあった。看護師は戸惑い笑いながら謝罪。もしこれ
が大きなミスであった場合どう病院側は受止めるのか。入院患者が安
心して気持ちよく入院生活を送れるように気をつけて欲しい。

9月度宮崎生協病院利用委員会9月度宮崎生協病院利用委員会虹の声虹の声虹の声

○病院内でのミス・トラブルについては、レポートで報告を行い、安全管理者が集
約して、改善策の検討と実施、職員への注意喚起を行っているところです。小さ
なミスも大きなミスにつながる可能性があり、軽視せずに改善に努めていく必
要があると考えております。今回のご指摘を受けて各病棟で周知を行いました。

① 8月度事業所活動について報告・承認しました。
② 8月度医療安全管理委員会について報告・承認しました。
③ 8月度県連看護委員会について報告・承認しました。
④ 8月度県連介護事業所責任者会議について報告・承認しました。
⑤ 8月度経営協議会について報告・承認しました。
⑥ 第28期4回、5回常勤理事会について報告・承認しました。
⑦ 宮崎民医連第3回理事会について報告・承認しました。
⑧ 宮崎県社保協第4回幹事会について報告・承認しました。
⑨ 人事について報告・承認しました。
⑩ 実地指導の結果について報告・承認しました。
⑪ 経営情報・月報のペーパーレス化について報告・承認しました。

●と　　き／２０１７年１１月５日（日）１１時～１４時
●と こ ろ／宮崎生協病院西側駐車場
●中央舞台／吹奏楽演奏・エイサー・園児のかわいいダンス・フラダンス・
　　　　　　太極拳・ひょっとこ踊りなどの楽しい出し物
●模擬店／焼きそば・お菓子・飲み物・ねりくり・小物などの販売
●体験コーナー／水消火器による消火体験など
＊駐車場に限りがありますので、お誘いの上、乗り合せでお越しください。

宮崎生協病院
小児科開設30周年 宮崎生協病院健康まつり宮崎生協病院健康まつり

～つくろう健康！たのしく長生き！～

日頃の練習の成果を披露日頃の練習の成果を披露大好評のフライドポテト大好評のフライドポテト

■新規加入者  ７９名（8/1～8/31）

■出 資 金  ５億６,５３９ 万円

■班　　　数  ３１７ 班

今、宮崎医療生協は 2017年8月末現在

■総組合員数  ４９,０３０ 名

■平均出資金  １１,５３２ 円

■               ２０,４４５ 部おげんきですか
手配り配布数

医療生協健康ウォーキング医療生協健康ウォーキング医療生協健康ウォーキング医療生協健康ウォーキング医療生協健康ウォーキング

生協いきいき健康ウォークin綾生協いきいき健康ウォークin綾生協いきいき健康ウォークin綾生協いきいき健康ウォークin綾生協いきいき健康ウォークin綾

宮崎医療生協は、毎年春・秋に健康ウォーキングを開催して健康づく
りにつとめています。一緒にウォーキングを楽しみましょう。

●と　き：２０１７年１０月２１日（土）（＊雨天中止）
　　　　　受付：９時３０分～、スタート：１０時００分
●ところ：阿波岐原森林公園（レストランみやちく前信号を斜めに入る）
　　　　　（バス：イオンモール宮崎下車　徒歩約８分）
　　　　　（車：公園内に５０台の駐車スペースあり）
●コース：森林公園管理事務所～宮崎臨海公園
　　　　　（２㎞、４㎞の２コースがあります）
●参加費：無料（軽食、飲料水、タオル等は各自で準備してください）

１０月１６日（火）までに宮崎医療生協組織部まで
電話（０９８５）３１-９０５５ でお願いします。

参加の申し込み
締め切り

コープみやざきと共催で、秋は綾町、春は日向市美々津で健康ウォー
クを開催しています。ウォーキングで健康な体づくりを！

●と　き：２０１７年１１月１８日（土）（＊雨天中止）
　　　　　受付：９時３０分～、スタート：１０時００分
●ところ：綾町馬事公苑
●コース：綾町馬事公苑および綾北川周辺（７㎞・５㎞・２㎞）
●参加費：無料（軽食、飲料水、タオル等は各自で準備してください）

１１月１１日（土）までに宮崎医療生協組織部まで
電話（０９８５）３１-９０５５ でお願いします。

参加の申し込み
締め切り

コープみやざき・宮崎医療生協共催

宮崎医療生協
主催

秋
廣 

や
す
子（
東
大
宮
支
部
）

　

三
宅
久
美
子
さ
ん
。
82
歳
。
と
に
か
く
元
気
で
、
趣
味
多
才
な
方

で
す
。
南
方
支
部
で
は
運
営
委
員
、
班
長
、
お
げ
ん
き
で
す
か
の
手
配

り
さ
ん
。
町
づ
く
り
委
員
と
し
て
活
動
し
て
お
り
大
助
か
り
で
す
。

　

最
近
1
番
頼
り
だ
っ
た
自
動
車
運
転
免
許
証
の
返
納
を
子
ど
も
た
ち

か
ら
指
摘
さ
れ
て
、「
も
う
何
も
で
き
ん
。
死
ん
だ
方
が
ま
し
だ
」な
ん
て

ぼ
や
い
て
い
ま
し
た
が
、
近
ご
ろ
は
地
区
の
用
事
な
ど
す
べ
て
歩
い
て
済

ま
せ
、「
お
陰
で
足
が
丈
夫
に
な
っ
た
」と
喜
ん
で
い
ま
す
。
地
区
民
生
委

員
を
18
年
間
勤
め
ら
れ
、
絶
対
信
頼
が
厚
く
、
南
方
支
部
で
は
組
合
員
の
加
入
拡
大
の
№
1
で
す
。

　

ま
た
地
域
安
全
推
進
委
員
会
に
29
年
間
加
入
、
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
推
進

委
員
会
の
会
長
で
あ
っ
た
ご
主
人
が
亡
く
な
ら
れ
、
そ
の
後
会
長
を
引
き
継
ぎ
、
現
在
も
活
動

中
で
本
当
に
頭
が
下
が
り
ま
す
。
今
回
、
そ
の
表
彰
式
が
東
京
で
行
わ
れ
代
表
で
参
加
さ
れ
ま

す
。（
南
方
支
部
支
部
長　

田
原
逸
子
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
《
お
問
い
合
わ
せ
》 

組
織
部 

０
９
８
５
・
３
１
・
９
０
５
５

淀
み
な
く
自
分
史
語
る
隣
席
の
老
女
の
指
は
太
く
逞
し
く

留
守
録
に
で
す
ま
す
調
で
用
を
告
げ

　
　
　
　

馴
染
め
ぬ
ま
ま
に
受
話
器
を
置
く

よ
ど

じ  

ぶ
ん   

し  

か
た

り
ん 

せ
き

た
く
ま

〜
配
布
協
力
員
紹
介
〜

恒
例
と
な
り
ま
し
た「
お
お
つ

か
生
協
ク
リ
ニ
ッ
ク
ま
つ
り
」は
、

8
月
26
日（
土
）
ク
リ
ニ
ッ
ク
駐
車

場
で
、
約
4
0
0
名
の
参
加
者
が

あ
り
盛
大
に
開
か
れ
ま
し
た
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は
、
今
年
も
響

座
の
あ
の
勇
壮
な
太
鼓
の
演
奏
で

は
じ
ま
り
、
阿
部
正
治
実
行
委

員
長
の
開
会
あ
い
さ
つ
、
浜
田
暁

子
ク
リ
ニ
ッ
ク
所
長
あ
い
さ
つ
の

あ
と
、
可
愛
い
ふ
た
ば
保
育
園
園

児
の
鼓
笛
演
奏
、
日
本
舞
踊
、
フ

ラ
ダ
ン
ス
、
ハ
ー
モ
ニ
カ
演
奏
が

あ
り
、
ま
た「
み
ん
な
で
歌
お
う
」

で
は
、
多
く
の
子
ど
も
達
も
輪
に

な
り
大
好
評
で
し
た
。
そ
の
他
に

も
特
別
に「
ひ
ょ
っ
と
こ
踊
り
」も

加
わ
り
、
ま
つ
り
を
大
い
に
盛
り

上
げ
て
く
れ
ま
し
た
。

空
く
じ
な
し
の
抽
選
会
で
は
、

地
域
の
み
な
さ
ま
の
ご
協
力
で
豪

華
景
品
が
勢
揃
い
。
上
位
当
選
者

は
も
と
よ
り
、
み
な
さ
ん
そ
れ
ぞ

れ
に
満
足
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。

焼
と
り
と
宮
崎
医
療
生
協
内

で
評
判
の
東
部
支
部
11
名
の
プ
ロ

級
の
組
合
員
が
つ
く
る
焼
ソ
バ

宮
崎
医
療
生
協
の
病
院
、
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
介
護
事
業
所

で
は
、9
月
8
日（
金
）一
斉
に『
風
船
ピ
ー
ス
ア
ク
シ
ョ
ン
』

を
行
い
ま
し
た
。
宮
崎
生
協
病
院
で
は
2
5
0
個
の
風
船

を
準
備
。
医
療
生
協
本
部
前
に
組
合
員
さ
ん
や
職
員
合

わ
せ
て
約
1
2
0
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。
8
月
の
原
水

爆
禁
止
世
界
大
会
i
n
長
崎
に
参
加
し
た
合
田
廷
大
研

修
医
が「
組
合
員
さ
ん
を
は
じ
め
、
み
な
さ
ん
の
ご
協
力

に
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
平
和
の
取
り
組
み
は
、
一
人
の

力
は
微
力
で
す
が
、
力
を
合
わ
せ
て
み
ん
な
で
行
動
し
ま

し
ょ
う
」
と
訴
え
、
黒
木
将
英
研
修
医
の
合
図
で
秋
空
高

く
風
船
を
飛
ば
し
ま
し
た
。
風
船
に
は
、
平
和
へ
の
願
い

を
込
め
た
短
冊
も
つ
け
ら
れ
ま
し
た
。（
組
織
部
）

は
、
ま
つ
り
開
会
か
ら
1
時
間
程

度
で
完
売
。
さ
ら
に
10
㎏
追
加
し

た
焼
と
り
も
す
ぐ
に
完
売
し
ま
し

た
。
ま
た
駐
車
場
が
1
0
0
ｍ
離

れ
た
所
に
変
わ
っ
た
け
れ
ど
も
、

東
部
支
部
の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力

の
お
か
げ
で
要
員
の
補
充
が
で

き
、
事
故
も
な
く
ま
つ
り
を
終
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
感
謝
、

感
謝
で
す
。

こ
の
ま
つ
り
は
、
地
域
の
み
な

さ
ま
や
組
合
員
の
方
々
に
、
ク
リ

ニ
ッ
ク
と
医
療
生
協
の
活
動
を

知
っ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
組

合
員
、
支
部
運
営
委
員
、
ク
リ
ニ
ッ

ク
職
員
、
医
療
生
協
職
員
の
交

流
の
場
と
す
る
こ
と
を
目
的
に
開

催
し
て
い
ま
す
。
大
塚
江
南
支

部
、
西
部
支
部
、
お
お
つ
か
生
協

ク
リ
ニ
ッ
ク
の
三
者
が
協
力
し
て

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
が
、
高
齢

化
が
進
ん
で
お
り
、
こ
れ
か
ら
は

世
代
継
承
も
考
慮
し
な
が
ら
一
年

で
も
長
く
開
催
で
き
る
こ
と
を

願
っ
て
お
り
ま
す
。（
お
お
つ
か
生

協
ク
リ
ニ
ッ
ク
ま
つ
り
実
行
委
員

長　

阿
部
正
治
）
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催催

ににににに
大大大大大大大大大大大大大大大大
盛
もももももも
年
も
年
も
年年
も
年
も

今
年
今
年
今今今今今今今今今

開
催
！！！！！！！！！！！！！！！！
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催催催催催催催
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盛
も
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盛
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も
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今
年
も
盛
大
に
開
催
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盛
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開
催
！ 

　

第
18
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お
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ッ
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今
年
も
盛
大
に
開
催
！ 

　

響座の勇壮な太鼓演奏響座の勇壮な太鼓演奏

ふたば保育園園児の鼓笛演奏ふたば保育園園児の鼓笛演奏

短冊に込められた
平和への願い
短冊に込められた
平和への願い

県北地区は生協クリニックのべおかから平和の願いを県北地区は生協クリニックのべおかから平和の願いを

おおつかの家は利用者のみなさんとおおつかの家は利用者のみなさんと

宮崎生協病院は約250個の風船を宮崎生協病院は約250個の風船を

風
船
ピ
ー
ス
ア
ク
シ
ョ
ン

力
を
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せ
て

　

み
ん
な
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ま
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ょ
う
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わ
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て

　

み
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み
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み
ん
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ま
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う

力
を
合
わ
せ
て

　

み
ん
な
で
行
動
し
ま
し
ょ
う

2
0
1
5
年
7
月
、
宮
崎
市
祇
園
3
丁
目

に
開
設
し
た
ぎ
お
ん
の
家
は
、『
1
階
が
通
い
・

泊
ま
り
・
訪
問
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
小

規
模
多
機
能
ホ
ー
ム（
定
員
29
名
）』、『
2
階

が
入
居
施
設
で
高
齢
者
住
宅（
定
員
19
名
）』

と
な
っ
て
い
ま
す
。
利
用
者
さ
ん
の
対
象
者
は

要
介
護
１
〜
５
の
方
で
、
24
時
間
3
6
5
日
、

必
要
に
あ
わ
せ
た
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
ま

す
。
職
員
は
男
性
10
名
、
女
性
14
名
の
計
24

名
で
、
元
気
に
楽
し
く
利
用
者
さ
ん
の
生
活

に
よ
り
そ
い
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
食
事
は

3
名
の
ス
タ
ッ
フ
が
家
庭
的
な
味
を
大
切
に
、

ま
ご
こ
ろ
込
め
た
食
事
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

一
割
負
担
の
場
合
、
月
額
11
〜
14
万
円
で
す
。

午
前
と
午
後
に
体
操
を
。
健
康
チ
ェ
ッ
ク
や

作
業（
計
算
、
塗
り
絵
、
壁
画
、
季
節
に
合
わ

せ
た
作
品
作
り
）、
身
体
を
使
っ
た
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
、
外
出（
買
い
物
・
散
歩
・
ド
ラ
イ
ブ

な
ど
）、
年
間
を
通
し
て
の
行
事
、
そ
し
て
入

浴
や
お
昼
寝
な
ど
を
行
い
な
が
ら
、
な
る
べ
く

ご
本
人
の
ペ
ー
ス
に
合
わ
せ
た
生
活
が
出
来
る

よ
う
に
過
ご
し
て
い
ま
す
。
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便
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ぎ
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り

〝
ぎ
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り

〝
ぎ
お
ん
の
家
〞
便
り
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小小小小小小小小小
規
小
規
小小
規
小
規規
小
規
小
規
小小
規
小小小小小小
規
小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小
規
模
多
機
能
ホ
ー
ム・
高
齢
者
共
同
住
宅

最
近
で
は
、
七
夕
会
や
夏
祭
り
、
敬
老
会

な
ど
の
行
事
を
行
い
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
に
よ
る
余
興
や
お
手
伝
い
を

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
ま
た
行
事
に
合
わ
せ
た

食
事
は
多
く
の
利
用
者
様
が
楽
し
み
に
さ
れ
て

お
り
、
い
つ
も
と
違
っ
た
表
情
や
言
葉
を
口
に

さ
れ
る
の
で
、
職
員
も
や
り
が
い
を
も
っ
て
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

介
護
報
酬
改
定
の
た
び
に
報
酬
の
引
き
下

げ
が
行
わ
れ
、
介
護
事
業
所
の
倒
産
も
め
ず

ら
し
く
な
い
現
状
で
す
。
ま
た
介
護
職
の
人
材

不
足
や
低
賃
金
に
関
し
て
は
、
大
き
な
問
題

と
し
て
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
2
0
1
8

年
度
も
利
用
料
の
負
担
増
を
は
じ
め
、
様
々

な
報
酬
の
削
減
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
私
た
ち

は
こ
の
問
題
に
真
正
面
か
ら
向
き
合
い
医
療
生

協
の
職
員
と
し
て
情
報
を
発
信
し
、
署
名
等
へ

の
取
り
組
み
も
積
極
的
に
行
い
な
が
ら
、
組

合
員
の
み
な
さ
ん
と
一
丸
に
な
っ
て
阻
止
し
て

い
く
た
め
に
行
動
を
と
も
に
で
き
れ
ば
と
思
い

ま
す
。（
ぎ
お
ん
の
家
所
長　

河
原
健
太
）

施
設
紹
介

年
間
行
事
の
様
子

一
日
の
過
ご
し
方

組
合
員
の
み
な
さ
ん
と一丸
に
な
っ
て

ボランティア皆さんのご協力での音楽鑑賞

紅白に分かれてお手玉ゲーム


